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縄
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ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
北
方
領
土
開
発
に
対
す
る
沖
縄
北
方
担
当
大
臣
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

本
年
十
一
月
二
十
二
日
、
佐
藤
勉
内
閣
府
沖
縄
北
方
担
当
大
臣
は
、
北
方
領
土
視
察
の
た
め
北
海
道
根
室
市
に
入
り
、
記

者
会
見
（
以
下
、
「
会
見
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
。
「
会
見
」
の
場
で
佐
藤
大
臣
は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
北
方
領
土

開
発
に
関
し
「
世
界
経
済
の
状
況
を
見
た
時
に
、
い
つ
ま
で
も
継
続
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
旨
、
述
べ
た
と
承
知
す
る

が
、
右
の
佐
藤
大
臣
の
発
言
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
期
間
で
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
北
方
領
土
の
開
発

を
推
進
す
る
ク
リ
ー
ル
経
済
社
会
発
展
計
画
（
以
下
、
「
計
画
」
と
い
う
。
）
に
触
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認

を
求
め
る
。

二

佐
藤
大
臣
が
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
北
方
領
土
開
発
が
い
つ
ま
で
も
継
続
す
る
と
は
思
え
な
い
と
認
識
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
ど
の
様
な
世
界
状
況
を
見
て
そ
う
考
え
る
の
か
、
具
体
的
な
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
計
画
」
は
二
〇
一
五
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
佐
藤
大
臣
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
北
方
領
土
開
発
は
い
つ
頃

ま
で
続
く
と
の
見
通
し
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

佐
藤
大
臣
と
し
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
様
に
し
て
北
方
領
土
問
題
の
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

佐
藤
大
臣
は
「
会
見
」
で
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
北
方
領
土
開
発
が
続
か
な
く
な
る
日
が
来
る
旨
述
べ
て
い
る
が
、
右
は
、

一



我
が
国
と
し
て
積
極
的
に
ロ
シ
ア
政
府
と
の
交
渉
に
あ
た
る
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
政
府
が
北
方
領
土
の
開
発
を
持
続
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
る
時
を
た
だ
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
消
極
的
な
態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
披
瀝
し
た
も
の

か
。

五

「
会
見
」
で
佐
藤
大
臣
は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
北
方
領
土
開
発
に
伴
い
、
外
国
人
が
ロ
シ
ア
の
ビ
ザ
を
取
得
し
て
北
方

領
土
に
上
陸
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
我
が
国
の
立
場
と
相
容
れ
な
い
。
領
土
問
題
を
一
日
も
早
く
解
決
す
る
し
か
な
い
」
旨

述
べ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
の
佐
藤
大
臣
の
発
言
は
、
上
陸
す
る
外
国
人
の
国
籍
、
国
籍
ご
と
の
人
数
、
上
陸
後
の
生

活
状
況
等
、
外
国
人
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
ビ
ザ
を
取
得
し
て
の
北
方
領
土
上
陸
の
詳
細
を
把
握
し
て
の
も
の
か
。

六

「
会
見
」
で
佐
藤
大
臣
は
、
本
年
十
一
月
二
十
二
日
に
ペ
ル
ー
の
リ
マ
で
開
か
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
談
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
た
日
ロ
首
脳
会
談
に
つ
い
て
「
四
島
の
問
題
に
つ
い
て
首
相
に
は
個
人
的
に
お
願
い
し
た
」
旨
述
べ
た
と
承
知
す
る

が
、
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
佐
藤
大
臣
が
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
に
「
個
人
的
に
」
お
願
い
す
る
と
い
う
の
は
、
ど

の
様
な
意
味
か
。
北
方
領
土
問
題
は
佐
藤
大
臣
の
所
管
公
務
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
佐
藤
大
臣
の
個
人
的
な
問
題
で
は
な
い
と

考
え
る
が
、
右
の
佐
藤
大
臣
の
発
言
の
真
意
を
説
明
さ
れ
た
い
。

七

「
会
見
」
に
お
け
る
佐
藤
大
臣
の
一
連
の
発
言
か
ら
は
、
佐
藤
大
臣
の
北
方
領
土
問
題
を
担
当
す
る
閣
僚
と
し
て
の
見

二



識
、
理
解
も
、
北
方
領
土
問
題
解
決
に
向
け
た
意
気
込
み
も
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。

八

北
方
領
土
問
題
と
並
び
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
の
一
つ
で
あ
る
竹
島
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
度
の
佐
藤
大
臣
に
よ
る

北
方
領
土
視
察
の
様
に
、
我
が
国
の
国
務
大
臣
に
よ
る
竹
島
の
視
察
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な

ら
、
そ
の
日
に
ち
、
国
務
大
臣
の
氏
名
、
視
察
方
法
等
に
つ
き
説
明
さ
れ
た
い
。

九

八
で
、
な
い
の
な
ら
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
の
国
務
大
臣
に
よ
り
竹
島
の
視
察
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


